
 

 

 

 

  

  

「人権週間」                             校長 桝渕 道彰 

 

１１月２４日（金）に「ふれあい交流会」が行われました。１９のコースで講師をお招きし、学年の

枠を超え、地域の方々と楽しい時間を共有しました。 

授業中ではなかなかみられない生徒たちの笑顔が印象的でした。講師の方々や保護者の皆さまとふれ

あった経験は、今後の学校生活に 

大いに活かされることと思います。     

様々な形でご尽力いただいたＰＴＡ 

役員、実行委員、講師の皆さま、 

本当にありがとうございました。 

虫の音も日ごとにおとなしくなり、忍び寄る冬の気配が感じられる頃となりました。 

本校では、キャリア教育の一環として、今月２２日（水）に１年生職業講話を、２９日（水）には２年生職場体験

学習を行いました。職業についての具体的なお話を聞いたり、実際に職場で体験したりする中で、将来の職業

について理解を深めることができたものと思います。講師の皆さまをはじめ、各事業所や保育園、小学校の先

生方には、生徒が大変お世話になりました。本当にありがとうございました。また３年生は、これから行われる 

１２月の三者面談で、卒業後の進路について、より具体的な目標設定を行います。それぞれの進路の実現に向

けて最後まで頑張ってほしいです。 

 

さて、１９４８年１２月１０日、国連総会において、すべての人民と国が達成すべき共通の基準として「世界人権

宣言」が採択されました。これを受け、法務省、並びに全国人権擁護委員連合会が、１２月４日から１０日の期間

を「人権週間」と定め、全国的に人権啓発活動を展開しています。特に12月１０日は、日本だけでなく世界の

国々で「人権」について考える日となっています。本校でも「人権週間」の期間中に、生徒一人ひとりが「人権

標語」を作成し、標語に込めた想いをグループ内で発表しあう時間を設けます。 生徒の皆さんには、人権標語

作成の取組を通して、人権問題を自分のこととしてとらえてほしいです。そして、互いの違いを認めたり、友達や

自分の良いところを見つけたりする中で、人権感覚を研ぎ澄まし、「誰もが自分らしく生きる世の中」について、

一層考えを深めてほしいです。 

なお、出来上がった標語は短冊に書いて廊下に掲示いたします。ご来校の際には、ぜひご覧いただければと

思います。 

 

 

 

 

令和５年１１月３０日 

横浜市立岩井原中学校 

校長 桝渕 道彰 

電話７３１－５８８０ ～地域と保護者の皆様へ～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化祭実行委員長 浅尾 真也 プラタマ （あさお しんや ぷらたま） 

 今年の文化祭は４年ぶりに体育館に全校生徒が集まっての開催でした。 

保護者の方々の観覧も可能になり、今までできなかったステージでの発表を 

全員で経験することができました。 

文化祭スローガンは「Reborn～再健の物語～」でした。そのスローガン通り、 

以前から行っていたCMや吹奏楽部の発表を残し、クラスの自由曲発表を加えた 

伝統を引き継ぎつつ、新しい文化を取り入れ作り上げた文化祭になりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優勝  １年４組  ２年４組  ３年２組 

 

１１月１０日に生徒たちがボランティアで美しく植えた花々が元気よく咲いています。 みなさんに喜んで 

もらえるよう色の組み合わせを考え丁寧に植えました。１・２年生昇降口そばにあります。 

 

 

スクールカウンセラー小笠原先生 訪問予定    

１２月４日（月）午後・6日（水）午後・１１日（月）・１８日（月）・２６日（火） 

直通電話 ７３１－１５７３  

合唱コンクール実行委員長 太田 こころ （おおた こころ） 

みなさん、合唱コンクールお疲れさまでした。今年度の合唱コンクールは関内ホー 

ルで開催することができました。生で皆さんの合唱を聴いてみると、一人一人が大き 

な口を開けて一生懸命歌っている、その気持ちが伝わりました。皆さんの歌声だけで 

なく、態度もとてもしっかりしていて、感動しました。このような経験はこれからの 

学校生活に役立っていくと思います。だからこそ、この経験をたいせつにしていってく 

くれるとうれしいです。 

 

 


